
清水わき 心ふれあう 嘉島町

　新型コロナに負けるな―写真上は嘉島町が発
行した「プレミアム付商品券」販売会場。身近な
消費拡大を後押し。臨時休校を余儀なくされた町
内の児童・生徒に町のロゴ入りＴシャツをプレゼ
ント（写真左の上から嘉島中、西小、東小）。「身
近な仲間たちと一つに」。そして、写真下は震災
からの修復を終えた「松前重義記念館」生家。身
近な歴史的建造物が往時の面影を取り戻した。

○地道な河川改修、実を結ぶ…②
○人気呼ぶ町プレミアム付商品券③

主な内容
○町ロゴ入りＴシャツ贈る……④
○久留米運送の町進出決まる…④
○町公民館講座スタート………④
○「松前記念館」生家修復完了⑤
○国民年金保険料の免除申請…⑦

○嘉島町職員採用試験…………⑧
○町敬老会の開催見合わせ……⑧
○お知らせ情報館…………⑨～⑭
○元気、笑顔いっぱい！嘉島っ子⑮
○節水キャンペーン展開中……⑯
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県
内
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
「
令
和

２
年
７
月
豪
雨
」
―
嘉
島
町
の
主
要
な
緑
川
、

加
勢
川
、
矢
形
川
は
氾
濫
な
ど
の
水
害
に
至
る

事
態
を
回
避
で
き
ま
し
た
。

　

線
状
降
水
帯
の
直
撃
を
受
け
、
球
磨
川
の
決

壊
に
つ
な
が
っ
た
と
み
ら
れ
る
人
吉
球
磨
地
方

で
は
７
月
の
月
間
降
水
量
が
１
１
０
０
㍉
を
上

回
る
所
が
出
て
、
犠
牲
者
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

　

嘉
島
を
は
じ
め
上
益
城
も
甲
佐
で
７
月
の
月

間
降
水
量
が
１
０
０
０
㍉
余
り
に
上
っ
た
も
の

の
、
町
内
で
緑
川
な
ど
主
要
河
川
が
警
戒
水
位

（
住
民
へ
の
避
難
勧
告
・
指
示
の
目
安
）
を
上

回
る
こ
と
は
な
く
、
高
齢
者
な
ど
へ
の
避
難
準

備
情
報
を
こ
の
梅
雨
期
間
中
、
２
回
出
す
に
と

ど
ま
り
ま
し
た
。

　

国
や
県
と
河
川
の
維
持
・
管
理
に
当
た
る
町

建
設
課
で
は
長
年
、
地
道
に
取
り
組
む
河
川
改

修
の
効
果
が
表
れ
て
い
る
と
み
る
一
方
、
数
十

年
に
一
度
と
い
わ
れ
る
一
連
の
豪
雨
に
よ
っ
て

「
こ
れ
ま
で
の
想
定
が
覆
さ
れ
、
防
災
の
各
種

デ
ー
タ
も
見
直
さ
れ
そ
う
。
さ
ら
に
予
断
な
く

河
川
改
修
を
進
め
て
い
く
」
方
針
で
す
。

　

県
南
を
中
心
と
す
る
豪
雨
被
害
か
ら

の
早
期
復
旧
を
求
め
る
緊
急
要
望
書
を

７
月
14
日
、
荒
木
町
長
ら
が
国
に
提
出

し
ま
し
た
。

　

県
町
村
会
、
全
国
町
村
会
で
会
長
を

務
め
る
荒
木
町
長
は
球
磨
郡
町
村
会
長

の
内
山
慶
治
・
山
江
村
長
を
伴
っ
て
都

内
の
内
閣
府
や
国
交
省
、
総
務
省
な
ど

訪
問
。
被
災
者
の
生
活
再
建
や
復
旧
事

業
に
関
し
、
各
種
制
度
の
拡
充
や
国
の

支
援
充
実
な
ど
県
町
村
会
が
取
り
ま
と

め
た
14
項
目
を
緊
急
要
望
。

　

荒
木
町
長
は
要
望
を
終
え
、
記
者
団

に
「
急
を
要
す
る
要
望
ば
か
り
。
前
向

き
に
対
応
い
た
だ
け
そ
う
だ
」
と
語
り

ま
し
た
。

　７月に入って記録的な大雨で甚大な被害に見
舞われた県南の被災町村を７月６、８の両日、
荒木町長らが見舞い、支援物資を届けました。
　全国町村会長で県町村会長も兼ねる荒木町長
は被災地の状況把握と支援のため６日、急きょ現
地入り。山田豊隆・津奈木町長、竹崎一成・芦
北町長をそれぞれ役場に訪ね、被害の概要説明

を受けると、支援の飲料水を届けて激励しました。
　また、荒木町長は８日、球磨郡の全４町５村
を順次、訪問。球磨村では村の災害対策本部機
能を一時的に移した同村渡地区の多目的交流施
設「さくらドーム」に松谷浩一村長を訪ねまし
た。さらに 15 日には小国町など県北の被災自
治体へ出向き、現地を見舞いました。

　

嘉
島
町
は
豪
雨
被
害
に
伴
っ
て
７
月

８
日
か
ら
連
日
、
県
南
部
の
被
災
町
村

を
応
援
す
る
た
め
町
職
員
を
派
遣
す
る

人
的
支
援
へ
。

　

県
町
村
会
（
会
長
・
荒
木
町
長
、
県

内
の
全
31
町
村
で
構
成
）
が
県
、
県
市

長
会
と
調
整
の
上
、
本
町
な
ど
に
派
遣

要
請
。
こ
れ
に
応
じ
て
町
は
支
援
職
員

を
現
地
に
派
遣
。
初
日
は
本
町
は
じ
め

県
央
を
中
心
と
す
る
７
町
か
ら
職
員
22

人
が
現
地
入
り
、
災
害
ご
み
処
理
や
避

難
所
運
営
な
ど
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
。

　

同
会
で
は
被
災
町
村
の
要
望
を
踏
ま

え
な
が
ら
引
き
続
き
、
支
援
職
員
の
派

遣
を
検
討
し
て
い
く
方
針
で
す
。

荒木町長は芦北町で竹崎一成町長（右）に
支援物資を届けた

7月豪雨 支援の動き相次ぐ

荒木町長、被災地見舞う

実
を
結
ぶ
地
道
な
河
川
改
修

被災地へ町職員派遣 早期復旧を緊急要望

嘉島町

水害被災免れる
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文
科
相
と
の
会
談
後
、「
教
室
が

余
っ
て
い
る
地
域
も
あ
る
。
密
な

状
態
を
避
け
ら
れ
る
よ
う
な
教
員

の
配
置
を
お
願
い
し
た
い
」
と
記

者
団
に
語
り
ま
し
た
。

　

萩
生
田
文
科
相
は
「
コ
ロ
ナ
後

を
考
え
れ
ば
、
現
在
の
40
人
学
級

は
人
数
が
多
い
の
で
は
な
い
か
」

と
述
べ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

嘉
島
町
に
６
月
24
日
、
国
内
外

で
猛
威
を
振
る
う
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
を
巡
っ
て
懸
念
さ
れ
る
感

染
の
第
２
波
な
ど
「
町
の
対
策
に

役
立
て
て
く
だ
さ
い
」
と
町
内
の

木
下
建
設
か
ら
１
０
０
万
円
が
寄

付
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
で
は
感
染
防
止
と
と
も
に
、

本
格
化
す
る
社
会
、
経
済
活
動
再

開
の
た
め
「
有
効
活
用
を
図
っ
て

い
く
」
方
針
で
す
＝
写
真
。

新型コロナ万全期す町の対策

　

嘉
島
町
独
自
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
対
策
と
な
る
「
町
プ
レ
ミ

ア
ム
付
商
品
券
」
が
７
月
１
日
に

売
り
出
さ
れ
、
第
２
次
の
販
売
開

始
20
日
に
は
即
日
完
売
と
な
る
人

気
ぶ
り
で
し
た
。

　

今
回
の
商
品
券
は
、
町
内
の
事

業
所
に
利
用
を
限
定
し
た
１
セ
ッ

ト
１
万
円
（
５
０
０
円
券
×
20

枚
）
分
を
５
０
０
０
円
で
販
売
。

町
内
全
世
帯
に
事
前
発
送
し
た
購

入
引
換
券
に
よ
る
第
１
次
販
売

（
原
則
１
世
帯
２
セ
ッ
ト
ま
で
）

が
同
17
日
ま
で
町
民
体
育
館
を
会

場
に
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、「
３
密
」
回
避
で

２
段
構
え
の
方
式
を
と
っ
た
第
２

次
販
売
も
同
20
日
、
町
在
住
者
１

人
当
た
り
上
限
３
セ
ッ
ト
で
行
わ

れ
、
会
場
の
町
民
体
育
館
に
は
待

ち
兼
ね
た
方
々
の
長
い
列
が
で
き
、

即
日
完
売
と
な
り
ま
し
た
＝
写
真
。

　

コ
ロ
ナ
対
策
の
一
環
で
町
の
経

済
活
性
化
を
図
る
「
プ
レ
ミ
ア
ム

付
商
品
券
」
は
、
国
の
自
治
体
向

け
臨
時
交
付
金
を
活
用
。
町
は
今

回
５
０
０
０
万
円
を
投
じ
、
商
品

券
を
１
万
セ
ッ
ト
売
り
出
し
ま
し

た
。

　

全
国
町
村
会
長
の
荒
木
町
長
ら

は
７
月
３
日
、
文
科
省
に
萩
生
田

光
一
文
科
相
を
訪
ね
、
少
人
数
学

級
に
必
要
な
教
員
の
確
保
を
求
め

る
提
言
書
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

提
言
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
の
再
拡
大
へ
の
備
え
。
全
国

知
事
会
、
全
国
市
長
会
の
代
表
と

共
に
提
言
を
行
っ
た
荒
木
町
長
は

　

嘉
島
町
内
の
小
中
学
３
校
の
養
護
教
諭
と
町
の
保
健
師

が
児
童
・
生
徒
の
保
健
施
策
を
テ
ー
マ
に
意
見
交
換
す
る

連
絡
会
が
７
月
６
日
、
西
小
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策
に
関
し
、
各
校

で
実
施
し
て
い
る
体
調
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
な
ど
の
取
り
組

み
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
町
が
町
内
の
教
育
、
保
育

現
場
と
連
携
し
て
２
０
１
８
年
度
に
作
成
し
た
子
ど
も
た

ち
の
「
基
本
的
な
生
活
習
慣
」
を
育
む
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の

今
後
の
活
用
策
を
検
討
。
東
、
西
の
両
小
で
実
施
す
る
歯

科
教
室
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
＝
写

真
は
養
護
教
諭
と
保
健
師
の
連
絡
会

人
気
呼
び
即
日
完
売

　
　
　
感
染
対
策
で
第
２
次
販
売

町独自のプレミアム付商品券

各
校
の
取
り
組
み
検
討

養
護
教
諭
と�

町
の
保
健
師

町
に
１
０
０
万
円

�

木
下
建
設
寄
付

少
人
数
学
級
へ�

　

教
員
増
求
め
る

�

荒
木
町
長
ら
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物
流
大
手
の
久
留
米
運
送
（
福

岡
県
久
留
米
市
）
が
嘉
島
町
に
事

務
所
な
ど
を
新
設
す
る
こ
と
に
な

り
、
町
と
同
運
送
は
７
月
13
日
、

立
地
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

同
運
送
が
新
た
に
進
出
す
る
の

は
三
郎
無
田
集
落
の
東
側
で
す
。

３
万
８
４
０
７
平
方
㍍
の
用
地
を

確
保
し
、
事
務
所
と
倉
庫
合
わ
せ

て
１
万
１
４
０
０
平
方
㍍
を
建
設

す
る
計
画
。
２
０
２
１
年
４
月
に

着
工
、
22
年
４
月
の
操
業
開
始
の

見
込
み
。
従
業
員
40
人
を
新
規
採

用
し
、
嘉
島
へ
の
進
出
の
総
事
業

費
は
25
億
円
に
上
る
と
い
う
こ
と

で
す
。

　

豪
雨
で
甚
大
な
被
害
が
出
た
こ

と
な
ど
か
ら
、
こ
の
日
、
県
庁
で

予
定
し
て
い
た
蒲
島
郁
夫
知
事
が

立
ち
会
う
協
定
調
印
式
は
見
合
わ

せ
、
持
ち
回
り
で
の
協
定
締
結
と

な
り
ま
し
た
。

　

同
運
送
は
九
州
各
県
を
幅
広
く

網
羅
す
る
拠
点
を
構
え
、
関
西
や

関
東
方
面
へ
の
太
い
パ
イ
プ
で
も

知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

７
月
は
更
生
保
護
の
日
（
１

日
）
に
ち
な
む
「
社
会
を
明
る
く

す
る
（
社
明
）
運
動
」
強
調
月
間

―
10
日
に
は
、
首
相
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
伝
達
式
が
嘉
島
町
役
場
で

開
か
れ
ま
し
た
。

　

安
倍
晋
三
首
相
と
蒲
島
郁
夫
知

事
が
託
し
た
社
明
運
動
の
推
進

メ
ッ
セ
ー
ジ
は
「
犯
罪
や
非
行
か

ら
立
ち
直
ろ
う
と
す
る
人
た
ち
を

地
域
に
迎
え
入
れ
、
支
え
て
い
こ

う
」
な
ど
と
ア
ピ
ー
ル
。

　

伝
達
式
で
は
、
日
ご
ろ
か
ら
運

動
を
リ
ー
ド
す
る
上
益
城
地
区
保

護
司
会
の
眞
渕
正
信
会
長
ら
に
対

し
、
荒
木
町
長
が
「
行
政
と
共
に

手
を
携
え
て
運
動
を
進
め
て
い
き

ま
し
ょ
う
」
と
エ
ー
ル
を
送
り
ま

し
た
。

　

犯
罪
や
非
行
の
な
い
社
会
を
築

こ
う
と
戦
後
、
程
な
く
始
ま
っ
た

社
明
運
動
も
70
回
目
の
節
目
。
今

夏
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

で
恒
例
の
町
内
啓
発
パ
レ
ー
ド
を

見
合
わ
せ
、
町
内
全
13
地
区
ご
と

に
の
ぼ
り
旗
を
設
置
す
る
な
ど
啓

発
活
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

嘉
島
町
教
育
委
員
会
が
主
催
す

る
「
公
民
館
講
座
」
が
７
月
１
日
、

始
ま
り
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
た
め
例
年
５
月
の
開
講

が
２
カ
月
遅
れ
の
ス
タ
ー
ト
と
な

り
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
全
11
講
座
。
書
道
や

絵
手
紙
、
手
話
な
ど
お
な
じ
み
の

コ
ー
ス
に
短
期
コ
ー
ス
の
メ
イ
ク

ア
ッ
プ
、
美
文
字
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
入
門
が
新
た
に
加
わ
り
ま

し
た
。
今
期
は
コ
ロ
ナ
対
策
で
開

講
式
を
見
合
わ
せ
た
ほ
か
、「
３

密
」
回
避
は
じ
め
、
消
毒
、
換
気

な
ど
徹
底
す
る
方
針
で
す
。

　

公
民
館
講
座
は
生
涯
教
育
の
一

環
で
１
９
８
３
年
に
ス
タ
ー
ト
。

原
則
、
１
年
間
の
コ
ー
ス
で
町
民

会
館
を
主
会
場
に
、
さ
ま
ざ
ま
な

学
び
の
ひ
と
と
き
を
創
出
。
受
講

者
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
同
じ
趣
味

を
通
し
た
仲
間
づ
く
り
、
交
流
の

場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
社
明
」
運
動
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受
け

取
る
荒
木
町
長

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
入
門
な
ど
の
講
座

も
新
た
に

　

嘉
島
町
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
対
策
の
一
環
で
、
町
内
の
小
中

学
３
校
の
全
児
童
・
生
徒
９
４
３

人
に
町
の
ロ
ゴ
入
り
Ｔ
シ
ャ
ツ
を

贈
り
ま
し
た
。

　

臨
時
休
校
に
よ
る
学
習
の
遅
れ

や
体
力
低
下
の
懸
念
に
加
え
、
夏

休
み
（
８
月
６
～
19
日
）
短
縮
な

ど
例
年
と
は
違
う
夏
を
乗
り
切
る

子
ど
も
た
ち
に
エ
ー
ル
を
送
る
町

の
取
り
組
み
。

　

荒
木
町
長
は
６
月
23
日
、
３
校

を
順
次
、
訪
問
。
ロ
ゴ
の
「
ネ
ク

ス
ト　

ス
テ
ー
ジ
」
に
触
れ
「
町

が
目
指
す
震
災
復
旧
・
復
興
か
ら

の
次
な
る
発
展
と
同
様
、
コ
ロ
ナ

に
負
け
な
い
皆
さ
ん
の
頑
張
り
、

活
躍
を
願
っ
て
い
ま
す
」
と
代
表

の
児
童
・
生
徒
を
励
ま
し
、〝
嘉

島
ブ
ル
ー
〟
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
手
渡

し
ま
し
た
。

　

休
校
中
の
各
校
登
校
日
に
は
、

給
食
に
代
え
て
町
は
パ
ン
と
牛
乳

を
提
供
す
る
な
ど
子
ど
も
た
ち
の

学
び
へ
の
支
援
策
を
講
じ
て
い
ま

す
。

エールの�
Ｔシャツ

コロナに負けるな町
の
児
童
・
生
徒
へ

久
留
米
運
送
、
町
進
出
決
ま
る

「 

社
明 

」
運
動

　

首
相
と
知
事
か
ら�

　

町
へ
メ
ッ
セ
―
ジ

２
カ
月
遅
れ
で�

町
公
民
館
講
座

�

全
11
コ
ー
ス
始
動
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園
し
た
「
お
ひ
さ
ま
リ
リ
ー
保
育

園
」
は
６
月
22
日
、
そ
れ
ぞ
れ
園

近
く
の
田
ん
ぼ
に
園
児
た
ち
が
繰

り
出
し
ま
し
た
。

　

は
だ
し
で
水
が
張
ら
れ
た
田
ん

ぼ
に
恐
る
恐
る
入
っ
た
園
児
た
ち

で
し
た
が
、
１
株
ず
つ
植
え
込
ん

で
い
く
う
ち
、
中
に
は
思
い
っ
き

り
ダ
イ
ブ
す
る
〝
泥
ん
こ
派
〟
の

子
も
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

で
実
施
が
心
配
さ
れ
た
東
、
西
の

両
小
も
５
年
生
の
児
童
た
ち
が
７

月
に
入
っ
て
大
雨
の
合
間
を
縫
う

よ
う
に
例
年
通
り
手
植
え
を
体
験

学
習
。
７
月
９
日
に
は
熊
本
市
内

の
こ
ど
も
園
の
園
児
た
ち
を
招
い

た
町
農
村
女
性
グ
ル
ー
プ
に
よ
る

田
植
え
体
験
会
が
井
寺
で
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

嘉
島
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農

業
に
触
れ
る
町
内
の
子
ど
も
た
ち

の
田
植
え
体
験
が
今
夏
も
相
次
ぎ

ま
し
た
。

　

幼
保
連
携
型
の
認
定
こ
ど
も

園
「
か
し
ま
幼
稚
園
」
と
今
春
開

　

４
年
前
の
熊
本
地
震
で
被
災
し
た
嘉
島
町

上
島
の
東
海
大
学
「
松
前
重
義
記
念
館
」
に

隣
り
合
う
生
家
の
修
復
が
終
わ
り
、
趣
あ
る

武
家
屋
敷
の
た
た
ず
ま
い
を
見
せ
て
い
ま
す
。

　

木
造
一
部
２
階
建
て
の
生
家
は
築
百
数
十

年
に
な
る
と
み
ら
れ
、
震
災
で
台
所
の
梁

（
は
り
）
が
損
壊
し
、
土
壁
や
屋
根
瓦
も
崩

れ
落
ち
る
な
ど
〝
半
壊
〟
状
態
に
陥
る
被
害

に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　

東
海
大
は
町
、
県
と
連
携
、
文
化
財
に
準

じ
る
歴
史
的
建
造
物
と
し
て
修
復
を
進
め
ま

し
た
。
古
い
建
材
を
で
き
る
だ
け
再
利
用
す

る
と
と
も
に
、
工
法
に
関
し
て
も
旧
来
の
手

順
を
踏
襲
。
修
復
へ
向
け
て
一
部
解
体
し
た

り
、
土
壁
の
復
元
に
は
崩
れ
落
ち
た
土
も
混

ぜ
込
ん
だ
り
、
文
化
財
と
し
て
の
価
値
を
維

持
す
る
の
に
細
心
の
注
意
が
払
わ
れ
た
と
い

う
こ
と
で
す
。

　

町
唯
一
の
名
誉
町
民
で
あ
る
松
前
重
義
氏

は
旧
大
島
村
（
現
嘉
島
町
）
出
身
で
、
東
海

大
の
創
立
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
生

家
は
西
南
戦
争
（
１
８
７
７
年
）
以
降
の
建

造
と
み
ら
れ
、
河
川
改
修
に
伴
っ
て
１
９
８

７
年
、
緑
川
沿
い
か
ら
現
在
地
に
移
築
。
重

義
氏
の
曽
祖
父
が
「
細
川
藩
の
砲
術
指
南
役

だ
っ
た
」
と
い
わ
れ
、
武
家
屋
敷
造
り
の
名

残
を
と
ど
め
る
生
家
に
は
重
義
氏
の
勉
強
部

屋
や
落
書
き
も
残
っ
て
い
ま
す
。

熊
本
地
震
で
被
災
し
、
町
や
県
と
連
携
し
て
修
復
が
行
わ

れ
た
「
松
前
重
義
記
念
館
」
生
家

町
農
村
女
性
グ
ル
ー
プ
が
開
い
た

田
植
え
体
験
会

今春、開園した「おひさまリリー
保育園」の田植え。園児たちのお
楽しみは〝その後〟の…

何してるの？田
植
え
体
験

　
町
内
相
次
ぐ

熊本地震で痛手 歴史的
　建造物 古い建材再利用

松
前
重
義

　

記
念
館

生
家
修
復　

武
家
屋
敷
の
趣
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農業経営「収入保険」ご案内

加入できるのは
　収入保険の対象者は「青色申告」を行ってい
る農業者（個人・法人）です。
　加入申請時に青色申告（簡易な方式を含む）
の実績が１年分あれば加入できます。

※加入申請時に白色申告では加入できません。

収入減少の要因は
次の図のような原因による収入	 �
減少も補償の対象になります。

補償の仕組みは
　保険期間の収入が、基準収入の９割（補償限度）を下
回った場合に、下回った額の９割（支払率）を補償します
（下図参照）。
　「掛け捨ての保険方式」と、「掛け捨てとならない積み立
て方式」の組み合わせができます。
　保険料には50％、積立金には75％、事務費には50％の
国庫補助が行われます。
　自動車保険と同様に、保険金の受け取り実績に応じて、
翌年の保険料率が変動します。
　積立金は自分のお金なので、補てんに使われなければ、
翌年へ持ち越されます。

補償の対象となるのは
　農業者が保険期間に生産・販売する農産物の
販売収入全体が対象で、品目の限定は基本的に
ありません。また、簡易な加工品も補償の対象
となります。
　自然災害による収量減少による収入減少はも
ちろん、価格低下など農業者の経営努力では避
けられない収入減少も補償します。
　新型コロナウイルスの感染拡大の影響による
収入減少も補償の対象です。
※�捨て作りや意図的な安売りなどについては補
償の対象外です。
※�肉用牛､ 肉用子牛､ 肉豚、鶏卵は､ マルキンな
どが措置されているので別立てにしています。
※�大災害などにより、保険金の受け取り以前に
資金が必要な場合は、つなぎ資金を受けるこ
とができます。

基準収入

収入
減少

保険期間の収入

保険方式で
補てん

積み立て方式で
補てん

自己責任部分

支払率（90％を上限として選択）

100％

90％

80％

（保険方式＋積み立て方
　式の補償限度額の上限）

（保険方式の補償限度額
　の上限）

（青色申告書の提出年数が５年以上の場合）

◦�基準収入は過去５年間（5年無い場合は実績のある年数分）の
平均収入を基本として設定します。
◦�規模拡大など、保険期間の営農計画も考慮して設定します。

自然災害や鳥獣害などで
収量が下がった

市場価格が下がった

災害で作付け不能
になった

倉庫が浸水して
売り物にならない

盗難や運搬中の
事故にあった

けがや病気で
収穫ができない

取引先が倒産した

輸出したが為替変動
で大損した

【お問い合わせ先】ＮＯＳＡＩ熊本 本所 収入保険課　☎ ０９６４−２５−３２０２
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国民年金保険料の免除申請が可能です！
新型コロナの影響で保険料の納付が困難な方へ

　今般の新型コロナウイルス感染症の影響により、収入源となる業務の喪失や売上の減少な
どが生じて所得が相当程度まで下がった場合は、臨時特例措置として本人申告の所得見込み
額を用いた簡易な手続きにより、国民年金保険料免除申請が可能となりました。
対象となる方
以下のいずれにも該当する方が対象になります。

令和２年２月以降に、新型コロナウイルス感染症の影響により	
業務が失われたなどにより収入が減少したこと。

①�新型コロナウイルス感染症の
影響による収入の減少

令和２年２月以降の所得の状況からみて、所得見込み額（※1）が、	
国民年金保険料免除基準相当（※２）（※３）になることが見込まれる方

②�所得が相当程度まで下がった
場合

※１ 令和２年２月以降の任意の月における所得額を12カ月分に換算し、見込みの経費などを控除し算出します。
※２ �所得見込み額が全額免除基準相当（例：単身世帯の場合は57万円以下）や一部免除基準相当に該当する場合に、それ

ぞれの基準に該当する免除が適用になります。
※３ �免除などの判定においては、世帯主および配偶者（納付猶予は配偶者のみ）も審査の対象となります。また、申請者

本人のほか、世帯主や配偶者が①と②に該当するときにも、この簡易な手続きによる申請ができます。

申請の対象となる期間

※令和元年度分と令和２年度分の２年度分の申請を希望される場合は、同時に申請ができます（申請書が２枚必要となります）。
　なお、既に令和元年度分を申請され承認を受けている方につきましては、令和２年度分のみを申請してください。

令和元年度分として 令和２年２月分から令和２年６月分まで
令和２年度分として 令和２年７月分から令和３年６月分まで

申請に必要なもの

１．国民年金保険料免除・納付猶予申請書
※「⑫特例認定区分」欄の「３．その他」に〇をし、「臨時特例」と記入してください。

２．所得の申立書（簡易な所得見込み額の申立書＝臨時特例用）

申請方法

◦�国民年金保険料免除・納付猶予申請書、所得の申立書は、日本年金機構ホームページからダウンロードができます。

◦�申請書の提出先は、住所地の市区役所・町村役場の国民年金担当窓口、または年金事務所です。

＊新型コロナウイルス感染症の感染防止の観点から、郵送での提出をぜひご活用ください。

お問い合わせ先
◦�お問い合わせなどありましたら、ねんきん加入者ダイヤルまたは年金事務所におかけください。
　　　　　　ねんきん加入者ダイヤル：☎ 0570－003－004

月～金曜　8：30～ 19：00　　第２土曜　9：30～ 16：00

日本年金機構ホームページはこちら▶

2007 1016 022
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嘉島町職員採用試験
○試験職種および採用予定数など

区　分 職　種 採用予定数 受　験　資　格 勤務先と職務内容

高等学校�
卒業程度

一般�
事務 １人程度 平成６年４月２日から平成15年４月１

日までに生まれた方

町長部局または教育委員
会事務部局などに勤務、
一般事務に従事する｡

土木 ２人程度 昭和60年４月２日から平成15年４月１
日までに生まれた方

町長部局に勤務し、専門
の技術業務などに従事
する。

資　格�
免許職

社会
福祉士 １人程度 昭和55年４月２日以降に生まれた方

で、社会福祉士の資格を有する方

町長部局に勤務し、高齢
者や障がい者などの社
会福祉に関する相談業
務などに従事する。

○受 付 期 間	� ８月 24 日（月）～９月 11 日（金）	 �
　なお、土・日曜を除く。受付時間は午前８時 30 分～午後５時。郵送は９月 11
日の消印有効。インターネット（電子申請）による申し込みは９月 11日午後５時
までに正常に届いた分を受け付ける。

○申し込み手続き	� 試験申込書を持参するか、郵送または電子申請で申し込む。	 �
※試験申込書は役場総務課に請求するか、ホームページからダウンロード。

○試　験　日	 １次試験：10 月 18 日（日）８時 30 分集合	  
	 ２次試験：12 月上旬の予定

○試　験　場	 熊本県立御船高等学校

○試験の種類	� 【一 般 事 務】教養・作文・職場適応性検査	  
【土　　　木】教養・専門・作文・職場適応性検査	  
【社会福祉士】教養・専門・作文・職場適応性検査

○申し込み・お問い合わせ先	  

　　　〒 861-3192　上益城郡嘉島町上島 530
　　　　　　　　　　　　　役場総務課人事広報係
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎ 237-1112（内線 214）

　

嘉
島
町
は
９
月
に
開
く
予
定

だ
っ
た
恒
例
の
町
敬
老
会
の
開

催
を
見
合
わ
せ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

国
内
外
を
揺
る
が
す
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
伴
う

今
般
の
情
勢
か
ら
、
町
民
の
皆

さ
ま
の
健
康
と
安
全
を
最
優
先

と
し
、
感
染
の
拡
大
防
止
に
努

め
て
い
く
た
め
で
す
。

　

高
齢
の
方
々
の
ご
長
寿
を
お

祝
い
す
る
町
敬
老
会
を
楽
し
み

に
し
て
い
て
く
だ
さ
る
皆
さ
ま

に
は
心
苦
し
い
限
り
で
す
が
、

何
と
ぞ
ご
理
解
願
い
ま
す
。

　

な
お
、
敬
老
会
の
席
上
、
例

年
行
っ
て
い
る
米
寿
表
彰
に
つ

き
ま
し
て
は
別
途
、
伝
達
式
を

開
く
予
定
で
す
。
対
象
と
な

る
方
々
に
は
開
催
日
時
な
ど
、

追
っ
て
ご
連
絡
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　

役
場
町
民
課
福
祉
係

　
　
　

☎
２
３
７－

２
５
７
６

町敬老会の開催見合わせ
吉例の米寿表彰は別途実施
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国勢調査

来月中旬から
全世帯対象に

ご
注
意
く
だ
さ
い

地
籍
調
査
区
域�

「
大
字
下
六
嘉
の
一
部
」
登
記
完
了

　

嘉
島
町
地
籍
調
査
事
業
で
平
成
29
年

度
調
査
区
域
「
大
字
下
六
嘉
の
一
部
」

に
つ
い
て
、
６
月
10
日
付
で
法
務
局
へ

の
登
記
が
完
了
い
た
し
ま
し
た
の
で
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
区
域
の
詳
細
は

　

５
年
に
一
度
、
実
施
さ
れ
る
統
計
調

査
「
国
勢
調
査
」
が
９
月
中
旬
か
ら
実

施
さ
れ
ま
す
。
国
勢
調
査
は
、
公
正
で

効
率
的
な
行
政
を
行
う
た
め
の
資
料
と

し
て
活
用
さ
れ
る
重
要
な
調
査
で
す
。

　

本
調
査
で
は
全
世
帯
が
調
査
の
対
象

と
な
り
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理

解
、
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

〇
日
程

・�

オ
ン
ラ
イ
ン
調
査
回
答
用
Ｉ
Ｄ
お

よ
び
調
査
票
（
紙
）
の
配
布

　

９
月
中
旬
～
９
月
30
日
（
水
）

※
９
月
中
旬
か
ら
調
査
員
が
各
世
帯
を

訪
問
し
、
調
査
票
を
配
布
い
た
し
ま
す
。

訪
問
の
際
に
世
帯
の
方
が
ご
不
在
の
場

合
、
ポ
ス
ト
な
ど
に
調
査
票
を
投
函

（
か
ん
）
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
願

い
ま
す
。

・
オ
ン
ラ
イ
ン
回
答
期
間

　

９
月
14
日
（
月
）
～
10
月
７
日
（
水
）

※
24
時
間
い
つ
で
も
回
答
可
能
。

・
調
査
票
（
紙
）
の
回
答
期
間

　

10
月
１
日
（
木
）
～
７
日
（
水
）

　
　

役
場
企
画
情
報
課

☎
２
３
７－

２
６
４
１

以
下
の
通
り
で
す
。

　

▽
29
年
調
査
区
域　

大
字
下
六
嘉
＝

字　

西
光
寺
・
西
原
・
宮
ノ
本
・
尾
ノ

上
・
上
ノ
口
・
泉
ノ
上
・
中
通
・
川
添

　
　

役
場
農
政
課
地
籍
調
査
係

☎
２
３
７－

２
６
５
３

浄
化
槽
使
用
の
休
止
の
届
け
出

　

浄
化
槽
法
が
改
正
さ
れ
、
長
期
間
使

用
し
な
い
浄
化
槽
に
つ
い
て
は
、
決
め

ら
れ
た
内
容
の
清
掃
を
行
っ
た
上
で
、

市
町
村
に
「
浄
化
槽
の
使
用
の
休
止
の

届
け
出
」
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
浄
化

槽
の
清
掃
、
保
守
点
検
お
よ
び
県
浄
化

槽
協
会
の
定
期
検
査
（
い
わ
ゆ
る
11
条

検
査
）
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
再
開
に
当
た
っ
て
は
、
必
ず

市
町
村
と
、
地
域
の
清
掃･

保
守
点
検

業
者
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

浄
化
槽
の
使
用
再
開
に
向
け
た
適
切

な
処
置
を
行
わ
な
い
と
、
し
尿
や
そ
の

他
の
生
活
雑
排
水
が
処
理
さ
れ
な
い
ま

ま
放
流
さ
れ
て
し
ま
い
、
近
隣
に
多
大

な
迷
惑
を
か
け
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
詳
し
く
は
、
役
場
都
市
計
画
課

環
境
係
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　
　

役
場
都
市
計
画
課
環
境
係

☎
２
３
７－

２
５
９
７

道
路
に
張
り
出
し
て
い
る�

　
　
　
木
の
伐
採
に
ご
協
力
を

　

道
路
や
歩
道
へ
の
枝
の
張
り
出
し
や

倒
木
に
よ
り
、
歩
行
者
や
自
動
車
な
ど

に
損
害
が
発
生
し
た
場
合
、
樹
木
所
有

者
の
管
理
責
任
を
問
わ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　

道
路
沿
い
で
樹
木
を
所
有
さ
れ
て
い

る
方
は
点
検
を
実
施
し
て
い
た
だ
き
、

危
険
な
場
合
は
伐
採
す
る
な
ど
の
措
置

を
講
じ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

　
　

県
道
路
保
全
課

☎
３
３
３－

２
４
９
５

ミ
ツ
バ
チ
へ
の
農
薬
危
害
防
止

　

こ
れ
か
ら
普
通
期
水
稲
は
出
穂
・
開

花
期
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
時
期
の
農
薬

散
布
に
当
た
っ
て
は
、
ミ
ツ
バ
チ
に
被

害
を
与
え
な
い
よ
う
、
事
前
に
近
く
の

養
蜂
家
と
巣
箱
の
位
置
や
防
除
時
期
、

場
所
な
ど
の
情
報
を
交
換
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
散
布
し
た
農
薬
が
ミ
ツ
バ
チ
や
巣

◇�お断り　問い合わせ
先は各項の末尾です。

【
10
面
に
続
く
】
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箱
に
か
か
ら
な
い
よ
う
、
十
分
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

　
　

県
農
業
技
術
課

☎
３
３
３－

２
３
８
１

　
　

県
畜
産
課　☎

３
３
３－

２
４
０
１

ご
存
じ
で
す
か

？

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
設
定
支
援

　
「
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
」
と
は
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
ひ
も
付
け
し
た

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
サ
ー
ビ
ス
を
使
っ
て

決
済
し
た
際
、
国
か
ら
付
与
さ
れ
る
ポ

イ
ン
ト
で
す
。
ポ
イ
ン
ト
還
元
は
利
用

金
額
の
25
％
（
上
限
５
０
０
０
円
分
）

と
な
り
ま
す
。
ポ
イ
ン
ト
取
得
に
は
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
と
マ
イ
ナ

ポ
イ
ン
ト
の
予
約
・
申
し
込
み
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

　

予
約
・
申
し
込
み
は
パ
ソ
コ
ン
や
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
か
ら
行
う
こ
と
が

で
き
ま
す
が
、
お
持
ち
の
機
種
が
対
応

し
て
い
な
い
方
の
た
め
に
、
役
場
企
画

情
報
課
で
設
定
支
援
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。

　

設
定
支
援
を
ご
希
望
の
方
は
「
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
」
を
持
参
の
上
、
事

前
に
「
申
し
込
み
を
行
う
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
決
済
サ
ー
ビ
ス
」
と
、
そ
の
「
決

済
Ｉ
Ｄ
お
よ
び
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
コ
ー

ド
」
の
確
認
・
設
定
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　
　

役
場
企
画
情
報
課

☎
２
３
７－

２
６
４
１

全
国
農
業
新
聞　
購
読
の
ご
案
内

　

全
国
農
業
新
聞
は
、
全
国
農
業
会
議

所
が
発
行
す
る
農
業
総
合
専
門
紙
で
す
。

農
業
や
農
政
の
現
状
が
よ
く
分
か
り
、

農
業
者
の
経
営
と
暮
ら
し
に
役
立
つ
情

報
を
お
届
け
し
ま
す
。
多
く
の
購
読
の

皆
さ
ま
に
満
足
し
て
い
た
だ
き
、
家
族

全
員
が
楽
し
め
る
記
事
も
充
実
し
て
い

ま
す
。

　

購
読
の
お
申
し
込
み
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

○
発
行
日　

　

毎
週
金
曜（
Ｂ
３
版
８
～
10
ペ
ー
ジ
）

○
購
読
料　

　

月
額
７
０
０
円
（
送
料
、
税
込
み
）

　
　

嘉
島
町
農
業
委
員
会
事
務
局

　
　
（
役
場
農
政
課
内
）

☎
２
３
７－

２
６
２
９

今
夏
も
実
施
し
ま
す
！�

　
　
　
「
熱
中
症
予
防
プ
ラ
ン
」

　

九
州
電
力
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
伴
う
「
新
し
い
生
活
様
式
」
で
迎

え
る
今
夏
に
つ
い
て
も
、
お
年
寄
り
宅

（
75
歳
以
上
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
家

庭
）
で
の
熱
中
症
を
予
防
す
る
プ
ラ
ン

を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
プ
ラ
ン
で
は
、
酷
暑
期
の
冷
房

や
扇
風
機
の
上
手
な
活
用
を
少
し
で
も

応
援
す
る
た
め
、
９
月
分
の
電
気
料
金

を
１
５
０
０
円
割
引
い
た
し
ま
す
。

○
申
し
込
み
方
法

　

申
し
込
み
用
は
が
き
、
九
州
電
力

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
九
電
営
業
所
へ
電
話

　

�

※
昨
夏
の
加
入
者
に
は
申
し
込
み
は

が
き
を
郵
送
。
電
話
は
月
曜
～
金
曜

９
時
～
17
時
（
休
日
を
除
く
）。

○
受
付
期
間　

～
８
月
20
日
（
木
）

　
　

九
州
電
力
熊
本
東
営
業
所

　
　

☎
０
１
２
０－

９
８
６－

６
０
４

生
産
性
向
上
や
販
路
開
拓
を
目
指
す

中
小
企
業
者
向
け
の
補
助
制
度

○
持
続
化
補
助
金
（
小
規
模
事
業
者
）

【
通
常
枠
】
補
助
上
限
：
50
万
円

　
　
　
　

補
助
率
：
３
分
の
２

【
特
別
枠
】
補
助
上
限
：
１
０
０
万
円

　
　
　
　

補
助
率
：
３
分
の
２
ま
た

　
　
　
　

は
４
分
の
３

○
も
の
づ
く
り
補
助
金
（
中
小
企
業
・

小
規
模
事
業
者
）

【
通
常
枠
】�

補
助
上
限
：
１
０
０
０
万

円　

補
助
率
：
中
小
企
業

２
分
の
１
、
小
規
模
事
業

者
３
分
の
２

【
特
別
枠
】�
補
助
上
限
：
１
０
０
０
万

円　

補
助
率
：
３
分
の
２

ま
た
は
４
分
の
３

↑

【
９
面
か
ら
続
く
】

８ 月 の 納 税 等 ９ 月 の 納 税 等 夜 の 税 務 相 談
町県民税…………………②　期
国民健康保険税
後期高齢者医療保険料 }④　期介護保険料
保育所利用料……………８月分
町営住宅使用料…………８月分
下水道使用料……………７月分
納期限日（口座振替日）
　　　　　　８月31日（月）

固定資産税………………③　期
国民健康保険税
後期高齢者医療保険料 }⑤　期介護保険料
保育所利用料……………９月分
町営住宅使用料…………９月分
下水道使用料……………８月分
納期限日（口座振替日）
　　　　　　９月30日（水）

毎月　第４水曜日
午後６時～午後８時

８月26日
９月23日

※ 取扱金融機関・・・上益城農協、肥後銀行、ゆうちょ銀行、熊本銀行、九州労働金庫、
　　　　　　　　 　　熊本第一信用金庫の各店舗。
※ 領収は、通帳によりご確認ください。“納税であなたが築く豊かな郷土”

町税務課員が対応します。
☎ 237−2639（直通）
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建
退
共
熊
本
県
支
部

☎
３
６
６－

５
１
１
１

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

町
コ
ロ
ナ
支
援�

中
小
企
業
等
・
小
規
模
事
業
者
応
援
金

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を
受

け
、
売
上
が
大
き
く
減
少
し
て
い
る
町

内
の
法
人
ま
た
は
個
人
事
業
者
な
ど
に

対
し
て
応
援
金
を
支
給
し
ま
す
。

○
対
象
事
業
者
な
ど

　

町
内
で
事
業
を
営
む
中
小
事
業
者
な

ど
（
個
人
で
は
町
内
に
住
所
を
有
す
る

方
、
法
人
で
は
町
内
に
本
社
を
有
す
る

法
人
）
で
、
国
の
持
続
化
給
付
金
の
給

付
決
定
ま
た
は
県
の
事
業
継
続
支
援
金

の
交
付
決
定
を
受
け
た
事
業
者
な
ど

○
応
援
金
の
支
給
額　

・�

国
の
持
続
化
給
付
金
の
給
付
決
定

事
業
者
な
ど　

法
人
20
万
円
、
個
人

10
万
円

・�

県
の
事
業
継
続
支
援
金
の
交
付
決

定
事
業
者
な
ど　

法
人
10
万
円
、
個

人
５
万
円

○
申
請
受
付
期
間

　

令
和
３
年
２
月
15
日
（
月
）
ま
で

　
（
当
日
消
印
有
効
）

○
申
請
方
法　

原
則
と
し
て
郵
送
。ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
様
式
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

し
て
、
郵
送
く
だ
さ
い
。

○
必
要
書
類

・
申
請
書
兼
請
求
書

・
誓
約
書

・�

国
の
持
続
化
給
付
金
ま
た
は
県
の

継
続
支
援
金
の
決
定
通
知
の
写
し

○
郵
送
先

〒
８
６
１－

３
１
９
２　

嘉
島
町
上
島

５
３
０　

役
場
企
画
情
報
課

※
役
場
に
ご
持
参
い
た
だ
く
場
合
は
、

役
場
正
面
玄
関
ロ
ビ
ー
の
投
函
（
か

ん
）
箱
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

　
　

役
場
企
画
情
報
課

☎
２
３
７－

２
６
４
１

ひ
と
り
親
世
帯
の
方
へ

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、

子
育
て
と
仕
事
を
１
人
で
担
う
低
所
得

の
ひ
と
り
親
世
帯
に
大
き
な
困
難
が
心

身
な
ど
に
生
じ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

ひ
と
り
親
世
帯
を
支
援
す
る
た
め
臨
時

特
別
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

１　

基
本
給
付

　

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る
ひ

と
り
親
世
帯
な
ど
へ
の
給
付
（
※
１
）

【
給
付
対
象
と
な
る
方
】

　

以
下
（
１
）
～
（
３
）
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
方

（
１
）
６
月
分
の
児
童
扶
養
手
当
が
支

給
さ
れ
る
方

（
２
）
公
的
年
金
な
ど
（
※
２
）
を
受

給
し
て
お
り
、
６
月
分
の
児
童
扶
養
手

当
の
支
給
が
全
額
停
止
さ
れ
る
方
（
※

３
）（
※
４
）

　

※
感
染
防
止
対
策
の
上
乗
せ
、
ナ
イ

ト
ク
ラ
ブ
な
ど
へ
の
上
乗
せ
は
い
ず
れ

も
（
上
限
50
万
円
）。

※
詳
細
は
商
工
会
議
所
・
商
工
会
へ
。

　
　

県
商
工
振
興
金
融
課

☎
３
３
３－

２
３
１
６

「
建
退
共
」
の
退
職
金

　
「
建
退
共
」
制
度
は
、
中
小
企
業
退

職
金
共
済
法
に
基
づ
き
建
設
現
場
労
働

者
の
福
祉
の
増
進
と
建
設
業
を
営
む
中

小
企
業
の
振
興
を
目
的
と
し
て
設
立
さ

れ
た
退
職
金
制
度
で
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
事
業
主
の
方
々
が
、

労
働
者
の
働
い
た
日
数
に
応
じ
て
掛
け

金
と
な
る
共
済
証
紙
を
共
済
手
帳
に
貼

り
、
そ
の
労
働
者
が
建
設
業
界
で
働
く

こ
と
を
や
め
た
と
き
に
建
退
共
か
ら
退

職
金
を
支
払
う
と
い
う
、
い
わ
ば
業
界

全
体
で
の
退
職
金
制
度
で
す
。

○
加
入
で
き
る
事
業
主

　

建
設
業
を
営
む
方

○
対
象
と
な
る
労
働
者

　

建
設
業
の
現
場
で
働
く
人

○
掛
け
金　

日
額
３
１
０
円

↑
【
12
面
に
続
く
】

休日当番医

８月16日（日）　みふね眼科（御船町）�

　　　　　　　　　　　　　☎２８２－３７１１

８月23日（日）山地外科胃腸科医院（嘉島町）�

　　　　　　　　　　　　　☎２３７－０００３

８月30日（日）たかぞえ内科循環器内科クリニック（御船町）�

　　　　　　　　　　　　　☎２８２－００７０

９月６日（日）のぐち皮ふ科（嘉島町）�

　　　　　　　　　　　　　☎２３７－４１１２

９月13日（日）榊田泌尿器科外科医院（御船町）�

　　　　　　　　　　　　　☎２８２－６３６３
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（
３
）
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
を
受
け
て
家
計
が
急
変
す
る
な

ど
、
収
入
が
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し

て
い
る
方
と
同
じ
水
準
と
な
っ
て
い
る

方※
１　

児
童
扶
養
手
当
法
に
定
め
る

「
養
育
者
」
の
方
も
対
象
で
す
。

※
２　

遺
族
年
金
、
障
害
年
金
、
老
齢

年
金
、
労
災
年
金
、
遺
族
補
償
な
ど

※
３　

既
に
児
童
扶
養
手
当
受
給
資
格

者
と
し
て
認
定
を
受
け
て
い
る
方
だ
け

で
な
く
、
児
童
扶
養
手
当
の
申
請
を
し

て
い
れ
ば
、
６
月
分
の
児
童
扶
養
手
当

の
支
給
が
全
額
ま
た
は
一
部
停
止
さ
れ

た
と
推
測
さ
れ
る
方
も
対
象
に
な
り
ま

す
。

※
４　

児
童
扶
養
手
当
に
か
か
る
支
給

制
限
限
度
額
を
下
回
る
方
に
限
り
ま
す
。

○
支
給
金
額　

１
世
帯
５
万
円
、
第
２

子
以
降
１
人
に
つ
き
３
万
円

２　

追
加
給
付

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
家
計
が
急
変
、

収
入
が
減
少
し
て
い
る
方
へ
の
給
付 

【
給
付
対
象
と
な
る
方
】

　

前
記
、
基
本
給
付
の
（
１
）
ま
た
は

（
２
）
に
該
当
す
る
方
の
う
ち
、
新
型

コ
ロ
ナ
の
影
響
を
受
け
て
家
計
が
急
変

し
、
収
入
が
減
少
し
た
方

○
支
給
金
額　

１
世
帯
５
万
円

○
申
請
方
法　

基
本
給
付
（
１
）
に
該

当
す
る
方
は
申
請
不
要
。
そ
の
他
に
該

当
す
る
方
は
申
請
が
必
要
で
す
。
詳
し

く
は
厚
生
労
働
省
「
ひ
と
り
親
世
帯
臨

時
特
別
給
付
金
」
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
０

１
２
０－

４
０
０－

９
０
３
に
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
熊
本
県　

ひ
と
り
親
世
帯
臨
時
特
別

給
付
金
」
で
検
索
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

○
支
給
方
法　

申
請
口
座
へ
振
込

　
　

役
場
町
民
課
こ
ど
も
係

☎
２
３
７－

２
５
７
６

募
っ
て
い
ま
す

上
益
城
消
防
組
合
消
防
職
員�

採
用
試
験

○
採
用
予
定
人
員

　

消
防
職　

１
人
程
度

○
受
験
資
格

　

�

平
成
８
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
15
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

○
試
験
日
時
と
会
場

・
第
１
次
試
験

　
　

10
月
18
日
（
日
）

　
　

午
前
８
時
30
分
集
合

　
　

県
立
御
船
高
校

・
第
２
次
試
験

　
　

12
月
上
旬
頃

　

※
第
１
次
試
験
合
格
者
に
通
知
。

○
申
し
込
み
受
付
期
間

　
　

８
月
24
日
（
月
）
～

　
　
　
　
　

９
月
11
日
（
金
）

※�

土
日
・
祝
日
を
除
く
午
前
８
時
30
分↑

【
11
面
か
ら
続
く
】

募集項目 資　格 受付期間 試験期日 合格発表 入（校）隊

防衛大学校
学生

推　　薦

18 歳以上 21 歳未満
の高卒者（見込含）
または高専３年次修
了者（見込含）で成
績優秀かつ生徒会活
動などに顕著な実績
を収め、学校長が推
薦できる方

９月５日～
９月11日

９月26日･27日 10月30日

令和３年
４月上旬

総合選抜 18 歳以上 21 歳未満
の高卒者（見込含）
または高専３年次
修了者（見込含）

１次：９月26日
２次：10月31日
　　：11月１日

１次：10月16日

最終：11月25日

一　　般 ～10月22日 １次：11月７日・８日
２次：12月８日～12日

１次：11月25日
最終：令和３年１月22日

防衛医科大学校
医学科学生

18 歳以上 21 歳未満
の高卒者（見込含）
または高専３年次
修了者（見込含）

～10月７日 １次：10月24日・25日
２次：12月９日～11日

１次：11月26日
最終：令和３年２月12日

防衛医科大学校
看護学科学生

（自衛官候補看護学生）

18 歳以上 21 歳未満
の高卒者（見込含）
または高専３年次
修了者（見込含）

～10月１日 １次：10月17日
２次：11月28日･29日

１次：11月13日
最終：令和３年２月５日

令和２年度防衛大学・防衛医科大学校学生募集

宇城募集案内所　☎ 0964 － 23 － 2047

町文化センター
から

◎人権に関するご相談がある方は、嘉島町文化センターで随時受け付けています。ご相談内容によって、
担当課や専門機関をご紹介します。
平日　８：30～ 17：15　☎ 237-0464（嘉島町上六嘉 917）
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～
午
後
５
時
。
郵
送
の
場
合
は
９
月

11
日
の
消
印
有
効
。

○
受
験
願
書
請
求
先

　

上
益
城
消
防
署
と
山
都
消
防
署

〒
８
６
１－
３
２
０
６

上
益
城
郡
御
船
町
辺
田
見
１
６
９

　

上
益
城
消
防
組
合
消
防
本
部

　
　
　
　
　

総
務
課

　
　
　
　
　

☎
２
８
２－
１
９
５
９

「
く
ま
も
と
景
観
賞
」
作
品

　
「
く
ま
も
と
景
観
賞
」
は
、
郷
土
の

素
晴
ら
し
い
景
観
づ
く
り
に
貢
献
し
て

い
た
だ
い
た
方
々
の
功
績
を
顕
彰
し
、

さ
ら
な
る
熊
本
の
景
観
向
上
を
目
指
し
、

１
９
８
８
年
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

◎
表
彰
の
種
類

・
く
ま
も
と
景
観
賞

・
部
門
賞
（
地
域
景
観
賞
、
緑
と
水
の

景
観
賞
、
広
告
景
観
賞
）
な
ど

◆
応
募
締
め
切
り
：
８
月
31
日
（
月
）

　
　

県
都
市
計
画
課

☎
３
３
３－

２
５
２
２

に
伴
う
こ
こ
ろ
の
相
談
も
受
け
て
い
ま

す
。
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
安

心
し
て
お
電
話
く
だ
さ
い
。

○
相
談
先

　

県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
（
熊
本
市
以
外
に
在
住
の
方
）

　
　
　

☎
３
８
６－

１
１
６
６

　

熊
本
市
こ
こ
ろ
の
健
康
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
（
熊
本
市
在
住
の
方
）

　
　
　

☎
３
６
２－

８
１
０
０

○
受
付
時
間

　

月
～
金
曜
（
土
日
・
祝
日
、
年
末
年

始
を
除
く
）
午
前
９
時
～
午
後
４
時

　
　

県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
３
８
６－

１
２
５
５

子
ど
も
の
人
権
110
番
強
化
週
間

○
期
間

　

８
月
28
日
（
金
）
～
９
月
３
日
（
木
）

○
受
け
付
け　

８
時
半
～
19
時

　
　

※
た
だ
し
、
土
日
は
10
～
17
時
。

○
相
談
担
当
者

　

人
権
擁
護
委
員
、
法
務
局
職
員

○
相
談
内
容

　

い
じ
め
、
暴
力
、
虐
待
、
体
罰
な
ど

子
ど
も
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問

題○
専
用
相
談
電
話

　

０
１
２
０－

０
０
７－

１
１
０

　

熊
本
地
方
法
務
局
は
「
強
化
週
間
」

以
外
で
も
、
月
曜
～
金
曜
の
８
時
半
～

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

参
加
費
な
ど
は
不
要
で
す
。
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
日
時　

　
　

９
月
６
日
（
日
）
午
前
９
時

○
会
場

・
ラ
ジ
オ
体
操　

嘉
島
町
総
合
運
動

　
　
　
　
　
　
　

公
園　

芝
生
広
場

・
ウ
オ
ー
キ
ン
グ　

同
公
園
周
辺

　

嘉
島
町
総
合
型
地
域
ク
ラ
ブ

　
　
　

事
務
局
（
町
教
育
委
員
会
内
）

☎
２
３
７－

０
０
５
８

話
し
て
み
ま
せ
ん
か

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

　

こ
こ
ろ
の
悩
み
な
ど
に
つ
い
て
、
専

門
の
ス
タ
ッ
フ
が
電
話
で
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

ラ
ジ
オ
体
操
＆
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

　

嘉
島
町
総
合
型
地
域
ク
ラ
ブ
は
町
民

の
皆
さ
ん
の
健
康
増
進
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

月
１
回
（
原
則
と
し
て
第
１
日
曜
）、

熊
本
弁
で
解
説
す
る
約
５
分
間
の
ラ
ジ

オ
体
操
と
30
分
程
度
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

参
加
し
ま
せ
ん
か

陸
上
合
同
練
習
会

　

嘉
島
町
体
育
協
会
と
同
協
会
陸
上
種

目
部
で
は
、
町
民
の
陸
上
競
技
力
向
上

と
、
町
内
中
高
生
の
育
成
の
た
め
、
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
方
法
を
提
案
し
、
陸
上
競

技
の
普
及
・
振
興
を
図
る
合
同
練
習
会

を
月
１
回
（
基
本
的
に
は
、
毎
月
第
３

水
曜
）
実
施
し
て
い
ま
す
。

〇
参
加
費　

無
料

　

※
未
成
年
の
方
の
参
加
は
事
前
に
申

し
込
み
が
必
要
で
す
。

〇
日
時　

９
月
16
日
（
水
）
午
後
５
時

か
ら
午
後
９
時
ま
で
（
受
け
付
け
は
午

後
８
時
ま
で
）

〇
会
場　

町
総
合
運
動
公
園
多
目
的
競

技
場

　
　

町
教
育
委
員
会

☎
２
３
７－

０
０
５
８

↑
【
14
面
に
続
く
】

水質検査日程

９月 ２日（水）
９月16日（水）

詳細は嘉島町ホームページまたは
「広報かしま」５月号をご覧ください。

役場都市計画課環境係
☎２３７－２５９７（直通）

広報かしま 2020.8

13



17
時
15
分
、
同
じ
専
用
相
談
電
話
で
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　
　

熊
本
地
方
法
務
局

☎
３
６
４－

２
１
４
５

心
配
ご
と
相
談

　

ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
。

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
無
料
で
す
。

○
次
の
相
談
日
お
よ
び
相
談
員

　

８
月
26
日
（
水
）
弁
護
士

　

９
月
23
日
（
水
）
弁
護
士

　

※
相
談
を
ご
希
望
の
方
は
、
必
ず
電

話
で
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。
定
員

（
原
則
４
人
）
に
な
り
次
第
、
締
め
切

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

○
会
場　

町
役
場
１
階
小
会
議
室

○
時
間　

13
時
半
～
15
時
半

（
１
人
30
分
以
内
）

　
　

嘉
島
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
２
３
７－

２
９
８
１

あ
な
た
を
守
る
！
消
費
生
活
相
談

　

上
益
城
広
域
連
携
消
費
生
活
相
談
室

は
月
曜
か
ら
金
曜
ま
で
、
県
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
と
同
様
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
な
ど
の
契
約
問
題
、

商
品
・
サ
ー
ビ
ス
購
入
問
題
、
悪
質
商

法
な
ど
、
消
費
生
活
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決

に
向
け
て
、
消
費
生
活
相
談
員
が
無
料

相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

全
て
の
町
で
相
談
で
き
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
引
き
続
き
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
可

能
な
限
り
、
電
話
で
の
相
談
を
お
願
い

し
ま
す
。

月　

益
城
町　

☎
２
８
６－

３
２
１
０

火　

御
船
町　

☎
２
８
２－

１
２
２
６

水　

嘉
島
町　

☎
２
３
７－

１
１
１
２

木　

甲
佐
町　

☎
２
３
４－

３
２
２
３

金　

山
都
町

　
　

☎
０
９
６
７－
７
２－
３
１
３
３

　

役
場
総
務
課
総
務
係

☎
２
３
７－

１
１
１
２

　

災
害
時
に
命
や
資
産
を
守
る
た
め
の

決
断
を
す
る
に
は
、
情
報
収
集
が
不
可

欠
で
す
。
慣
れ
な
い
状
況
で
も
的
確
に

情
報
を
得
ら
れ
る
よ
う
、
事
前
に
情
報

収
集
の
方
法
を
知
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

●
災
害
発
生
時　

～
地
元
メ
デ
ィ
ア

で
地
域
情
報
を
知
る
～

　

災
害
が
起
き
た
ら
、
テ
レ
ビ
な
ど
放

送
メ
デ
ィ
ア
を
視
聴
す
る
の
が
一
般
的

で
す
が
、
被
災
地
域
が
広
範
囲
で
あ
る

場
合
、
各
地
域
の
細
か
い
情
報
は
全
国

メ
デ
ィ
ア
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
や
主
要
キ
ー
局
で

報
じ
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ

の
た
め
、
全
国
メ
デ
ィ
ア
で
は
災
害
の

全
体
像
を
把
握
す
る
に
と
ど
め
、
地

元
メ
デ
ィ
ア
で
の
地
域
状
況
の
把
握
を

優
先
し
て
、
よ
り
確
実
な
避
難
や
減
災

行
動
に
つ
な
げ
ま
し
ょ
う
。
地
域
の
状

況
は
、
地
元
の
テ
レ
ビ
局
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
Ｆ
Ｍ
局
な
ど
で
情
報
収
集
で
き

ま
す
。

　

自
治
体
か
ら
の
情
報
を
伝
え
る
街
頭

の
防
災
無
線
は
、
気
象
災
害
で
は
聞
こ

え
な
い
こ
と
も
あ
る
の
で
、
携
帯
電
話

で
受
け
取
れ
る
防
災
情
報
メ
ー
ル
サ
ー

ビ
ス
へ
登
録
し
て
お
く
と
よ
い
で
し
ょ

う
。
避
難
情
報
な
ど
の
通
知
を
受
け

取
れ
る
防
災
ア
プ
リ
も
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
使
え
る
状
況

な
ら
、
都
道
府
県
や
市
区
町
村
の
災
害

情
報
サ
ー
ビ
ス
で
、
被
害
状
況
や
避
難

所
の
状
況
、
雨
量
状
況
、
河
川
水
位
や

潮
位
、
地
域
の
ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
な
ど
を

確
認
し
ま
し
ょ
う
。
よ
り
詳
し
い
状
況

を
文
字
や
画
像
で
把
握
で
き
ま
す
。

　

●
災
害
後
の
安
否
確
認

　

災
害
時
は
電
話
よ
り
ネ
ッ
ト
の
方
が

つ
な
が
り
や
す
い
の
で
、
メ
ー
ル
や

メ
ッ
セ
ー
ジ
ア
プ
リ
で
安
否
確
認
を
す

る
人
も
多
く
い
ま
す
。
連
絡
が
取
れ
な

い
場
合
は
、
各
携
帯
電
話
会
社
や
Ｎ
Ｔ

Ｔ
の
災
害
用
伝
言
板
サ
ー
ビ
ス
を
使
い

ま
し
ょ
う
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
災
害
用
伝
言
ダ

イ
ヤ
ル
（
１
７
１
）
で
は
、
伝
言
の
登

録
・
再
生
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
公
衆

電
話
は
一
般
回
線
よ
り
つ
な
が
り
や

す
い
た
め
、
非
常
用
持
ち
出
し
品
に
10

円
や
１
０
０
円
硬
貨
を
入
れ
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

　

●
被
災
後
の
情
報
収
集

　

物
資
配
布
な
ど
の
支
援
情
報
は
、
避

難
所
に
掲
示
さ
れ
る
ほ
か
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
Ｆ
Ｍ
局
や
臨
時
災
害
Ｆ
Ｍ
局
で

も
得
ら
れ
ま
す
。
ネ
ッ
ト
が
使
え
る
場

合
は
、
市
区
町
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
公
式
の
最
新
情
報
を
確
認
し

ま
し
ょ
う
。

《
災
害
時
の
必
要
情
報
を
得
る
に
は
》

見
守
り
新
鮮

情
報
8
月
号

【
13
面
か
ら
続
く
】

◇�お断り　問い合わせ
先は各項の末尾です。
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目指す子ども像 元
げん

気
き

いっぱい！ 笑
え

顔
がお

いっぱい！嘉
か

島
しま

っ子
こ

◆ 基本的な生活習慣　家族で話し合ってみよう ◆ 

　生活習慣の乱れは、子どもの学習意欲や体力、気力に影響を及ぼします。そのため、子どもたちに
規則正しい生活習慣が身につくように、家族で日々実践することが大切です。嘉島町では保育園、幼
稚園、小学校、中学校が協力して子どもたちの生活習慣について地域、家庭で実践できるように上記
カリキュラムを作成・配布しています。
　ぜひともカリキュラムを参考に、ご家庭で〝わが家のルール〟を話し合い、日々実践してみましょう。

◆ 毎月５日  「アウト・メディア・デー」◆
　嘉島町では保育、教育現場と連携して、①テレビやゲーム、携帯電話などによる遅寝や睡眠不足な
どの基本的な生活習慣の改善、②親子はじめ家庭、地域などとのコミュニケーション力の育成、③人
間としての豊かな心を育み自己管理能力を高めるため、生活実態に応じてメディアを制限する「アウ
ト・メディア・デー」を毎月５日に設定し、家庭や地域で実践することを推奨しています。
　毎月５日は、子どもと一緒に大人も日ごろのテレビやゲーム、携帯電話などの使い方を見詰め直し、
メディアを上手に活用するため、各メディアと〝キープ・ディスタンス（距離を置き、離れる）〟。子
どもたちは読書やスポーツを楽しんだり、家庭でお手伝いをしたりするなどの機会に恵まれる一方、
あいさつなどを通した地域の方々とのコミュニケーションのチャンスもますます増やしていきましょ
う。新しい気づきがきっとあるはずです。

お問い合わせ先　役場町民課保健係　☎２３７－２５７４

就 学 前 小 学 校 中 学 校
0・1歳児 2・3歳児 4・5歳児 1・2年生 3・4年生 5・6年生 1年生 2年生 3年生

具
体
的
な
取
り
組
み

早は
や

寝ね

早は
や

起お

き
十分な 

睡眠をとる
（11 ～ 17時間）

起床時刻　6 ～ 7時

21時までの就寝を目指す
（就寝時刻　21 ～ 22時） 就寝時刻　21 ～ 22時 就寝時刻　22 ～ 24時

朝あ
さ
ご
は
ん

メ
デ
ィ
ア

あ
い
さ
つ

運う
ん
動ど

う

早
はや

寝
ね

早
はや

起
お

きで生
せいかつ

活リズムを整
ととの

える
～寝

ね

る前
まえ

には、テレビやゲームを控
ひか

える～

バランスの良
よ

い朝
あさ

ごはんを毎
まい

日
にち

食
た

べる

食
しょくじ

事のときは、テレビを消
け

す！　　　
～毎
まい

月
つき

5日
か

は「アウト・メディア・デー」～　　　

わが家のルール：

家
か

族
ぞく

で・学
がっ

校
こう

で・地
ち

域
いき

で積
せっ

極
きょく

的
てき

にあいさつをする

積
せっ

極
きょく

的
てき

に体
からだ

を動
うご

かす

親が目を合わせて 
子どもに語りかける 
（ほほえみがえし）

元気よく笑顔で、あいさつや返事をする 自分から進んで 
あいさつをする 「時」と「場」に応じた、あいさつをする

起床時刻　6時30分までに起きる

寝る前にテレビ、ゲーム機、 
スマホのブルーライトを浴びると、 
睡眠を促すホルモン（メラトニン）の 
分泌を抑制するため眠りにくくなるよ。

朝ごはんを食べると、集中力・ 
記憶力が高まるよ。また、イライラしたり、 
体がだるく感じたりすることが 
なくなるよ。

家
か

族
ぞく

の会
かい

話
わ

を 
　　楽

たの
しみましょう

家族で話し合ってルールを決めて記入しよう！
例：ゲームは30分/日まで 
　  スマホの使用は21時まで

食べる習慣のない人は、果物だけでも食べることから始めてみよう。
食べる習慣ができたら「赤・黄・緑」もしくは「主食」「主菜」「副菜」を食べるようこころがけてみよう。

家族と一緒に 
決まった時間に食べよう

自宅の見える
ところに

貼っておこう

　　　　　「基本的な生活習慣」をはぐくむ連携カリキュラム

～子どもと一緒に、無理せず、できることからチャレンジしましょう～
嘉島町幼稚園、保育園
嘉島町小中学校
嘉島町健康増進計画・食育推進計画
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　１年のうちで水の使用量が増加する７～８月を中心に、県全体で節水に
取り組むため、「節水がんばるモン（者）」キャンペーンを実施しています。

　私たちは１日にどれくらい水を使っているでしょうか？
　県の水道使用量※は、１人１日当たり326㍑。
九州平均の318㍑と比べて８㍑も多く水を
使っています。
　（※平成29年度上水道の平均給水量）

　水に恵まれた熊本に暮らしていると、水の
ありがたさをつい忘れがちです。
　しかし、近年、一部では地下水の水位低下
や湧水量の減少など、将来の水利用が危ぶま
れる状況も見られています。
　私たちが、これからも豊かな水の恩恵を受け続けるためには、水を大切に使っていくこ
とが必要です。できることから実践して、あなたも「節水がんばるモン」になりましょう。

　

農
事
組
合
法
人

「
か
し
ま
広
域
農

場
」（
工
藤
健
一
組

合
長
）
が
新
た
な

生
産
拠
点
と
し
て

上
島
に
建
設
し
た

資
材
庫
の
内
覧
会

が
７
月
９
日
、
現

地
で
開
か
れ
ま
し

た
。

　

役
場
や
Ｊ
Ａ
か

み
ま
し
き
嘉
島
支

所
の
並
び
に
完
成

し
た
資
材
庫
は
鉄

骨
平
屋
約
１
５
０
平
方
㍍
で
農
機

材
の
保
管
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
、

敷
地
面
積
は
約
３
０
０
０
平
方
㍍

で
す
。

　

内
覧
会
に
は
荒
木
町
長
＝
写
真

左
＝
は
じ
め
関
係
者
が
駆
け
付
け
、

完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

240
260
280
300
320
340

熊本県 福岡県 九州平均

326

280

318

平成29年度一人１日あたり平均給水量
（上水道）単位：リットル

かしま広域農場

資材庫お目見え

「節水がんばるモン」 
　　　　　キャンペーン実施中

身近に実践できること（例）

① 歯を磨くときはコップを使用（約 5㍑節水）
② 食器洗いを流し洗いからため洗いへ（約 83㍑節水）
③ 風呂の残り湯を洗濯や掃除に再利用（約 50 ～ 100㍑節水）
④ シャワーの際はこまめに開け閉め（約 36㍑節水）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

【お問い合わせ先】役場都市計画課　環境係　☎237-2597

① ② ③ ④

Ⓒ2010熊本県くまモン
水の国くまもと

みんな一緒に
節水がんばるモン

240
260
280
300
320
340

熊本県 福岡県 九州平均

326

280

318

平成29年度一人１日あたり平均給水量
（上水道）単位：リットル
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　嘉島町北甘木にビールや清涼飲料
のハイブリッド工場を構えるサント
リーホールディングス（本社・大阪
市）は７月15日、熊本県に県南を
中心にした豪雨災害の義援金として

5000 万円を寄贈しました。
　同社の鳥井信宏副社長らが県庁に
蒲島郁夫知事を訪ね、お見舞いを述
べ「一日も早い復旧を願います」と
目録を手渡しました。

7
月
豪
雨

自死遺族交流会のご案内
　今年度も、昨年度の交流会で好評だった、佃祐世さんをお招きします。ご遺族だけ
が参加でき、安心・安全は守られます。無理に話をする必要もありません。	
　皆さまのご参加をお待ちしております。

	 日　時	 �10月31日（土）	 	
10：00～ 12：00 （受付：9：30～）

	 会　場	 �山崎記念館（熊本大学病院内）	 	
熊本市中央区本荘１丁目１番１号

	 内　容	 �ご遺族の語り「消えぬ想い」佃 祐世さん	 	
交流会（情報交換など）

	 主　催	 �熊本市こころの健康センター	 	
熊本県精神保健福祉センター

＜佃 祐世さん　プロフィール＞
1972年、山口県柳井市生まれ。広島大学法科大学院卒業。
自らも夫を亡くした自死遺族であり、自死遺族支援弁護
団（事務局・大阪市）の一員として無料相談に応じるほか、
講演活動にも積極的に取り組んでいる。
著書「約束の向こうに」。

◆ お問い合わせ
　　熊本市こころの健康センター（熊本市にお住まいの方）
　　　　【問い合わせ電話番号】096-366-1171　担当：牛島（うしじま）
　　　　【ご相談電話番号】096-362-8100（平日 9：00～ 16：00）

　　熊本県精神保健福祉センター（熊本市以外にお住まいの方）
　　　　【問い合わせ電話番号】096-386-1255　担当：甲木（かつき）
　　　　【ご相談電話番号】096-386-1166（平日 9：00～ 16：00）

申し込み
不要

対象
自死遺族
のみ

サントリー、県に 5000万円贈る
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☎ 

2
3
7

−

0
0
4
4

　

夏
場
は
、
幼
い
子
ど
も
や
学
生
な
ど

が
被
害
に
遭
う
水
難
事
故
の
ニ
ュ
ー
ス

を
耳
に
す
る
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。

水
辺
で
遊
ぶ
際
は
子
ど
も
か
ら
目
を
離

す
こ
と
な
く
、
自
ら
も
事
故
に
遭
わ
な

い
よ
う
最
善
の
注
意
を
払
っ
て
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
依
然
、
け
が
を
伴
う
交
通
事
故

が
前
年
比
で
高
水
準
で
推
移
。
夏
場
は

交
通
事
故
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
の

で
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

○交通事故・刑法犯の発生状況� （件数）６月末現在

交通事故 刑 法 犯

け
が

（有）

け
が

（無）

空
き
巣

自
販
機

狙
い

万
　
引

車
上
狙
い

乗り物盗
オート
バイ盗

自転
車盗

嘉
島
町

R2.6 3 66 0 0 2 0 0 0

R2 累計 30 299 0 1 13 0 0 3

前年比 ＋10 －26 ± 0 ＋1 －4 －1 ± 0 ＋1

御
船
署
管
内

（
御
船
・
益
城
・

嘉
島
・
甲
佐
）

R2.6 12 172 0 0 4 2 0 1

R2 累計 83 849 2 3 18 5 0 6

前年比 ＋11 －91 －3 ＋3 －2 －5 ± 0 ＋2

〔発行者〕御船地区防犯協会連合会・御船警察署（☎ 282-1110　内線 261 ～ 265）

地域安全ニュース ～みんなでつくろう
  　　　　安全・安心の街～

◆ 防犯対策で被害の未然防止 ◆

◎ カギ掛けの徹底
◎ 自宅や車両に貴重品などを置きっ放しにしない
◎ 下着などは外から見えるところに干さない
◎ 夜間は明るく人通りの多い道を通る

　夏場に増えやすい犯罪を知っていますか？
　この時季は、自転車盗、色情狙い（ベランダなどに干して
いる下着を盗む犯罪）などが例年増加しています。
　また、夏休みで長期不在宅や深夜外出などが増えることか
ら、空き巣、車上狙い、強制わいせつなどの被害増加も考え
られますので、しっかり防犯対策をして被害を防ぎましょう。

みんなで防犯
～夏場に増えやすい犯罪～
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。

　

嘉
島
町
上
六
嘉
の
中
郡
愛
郷
会

（
中
林
義
昌
会
長
）
が
６
月
26
日
、

河
川
の
美
化
活
動
の
取
り
組
み
で

県
上
益
城
地
域
振
興
局
か
ら
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

　

同
会
は
地
元
の
住
民
グ
ル
ー
プ

で
長
年
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

よ
る
地
域
の
矢
形
川
沿
い
の
草
刈

り
、
ご
み
拾
い
な
ど
に
当
た
っ
て

い
ま
す
。

　
「
道
路
と
河
川
の
美
化
活
動
」

表
彰
は
、
上
益
城
地
域
振
興
局
で

昨
年
度
か
ら
実
施
。
今
回
は
河
川

部
門
の
同
会
と
と
も
に
、
道
路
部

門
で
は
七
滝
女
性
部
（
御
船
町
）

と
野
尻
区
（
山
都
町
）
が
表
彰
を

受
け
て
い
ま
す
。

河川の美化
県から表彰
嘉島町上六嘉

中
郡
愛
郷
会
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○１年「もりのなかま」　１年は、初めての人権学習。「もりのなかま」を教材に、一方的な決めつ
けや無関心、根拠のない推測などのおかしさに気づくことができました。自分のことでも、周りの友達
のことでも、おかしいと思うことは「おかしい」と言い続け、助け合うことの大切さを学習しました。
まとめでは、これから一緒に過ごす学級のなかまたちと仲良く過ごすためには、どんなことができるか
をみんなで考えました。

○２年「どうぶつ村の子どもたち」　２年では教材「どうぶつ村の子どもたち」で、不確かな
情報だけで「○○のもんに決まっとる」と決めつけるおかしさや、正しいと思ったことは言い
続けることの大切さ、また、仲間を増やし立ち上がっていく大切さを学びました。「あきらめた
ら、おしまい。おかしいことをなくすことは、自分やみんなをしあわせにする」ことにたどり着
き、同時に「仲間」がいれば頑張れる、勇気が出るということにも気づきました。

○３年「男が先てだれが決めた」　３年は「男が先てだれが決めた」という教材を通し、給食
当番の決まりが「早い者勝ち」であることや男女を対等としない差別、暴力で解決することのお
かしさについて考えました。子どもたちは「けんかになるかもしれないから黙っておく」「先生
に言う」「『今度からしないでね』と注意する」など、男の子への腹立たしい気持ちを感じながら、
それぞれの立場で考えを持つことができました。

○４年「もやもや書き」　４年の「もやもや書き」では、友達のことを見下したり、住んでいる町で
決めつけたり、家庭の状況をばかにしたりすることのおかしさの一方、正しいことは自信を持って言う
こと、助け合うことの大切さについて学習。「悪口、仲間はずれ、無視、いじめなどを減らすため、も
し友達にやっている人がいたら注意し、なぜするかを聞いて仲直りできるようにする」「まずは、自分
でできることからやっていこう」といった感想が出ました。

○５年「なこごて腹んたつ」　５年は「なこごて腹んたつ」を通し、差別がいかに人を傷つけるも
のであるかを考えました。１年の時からずっと被差別状況に置かれ、自分の言いたいことを言えなかっ
た物語の主人公の気持ちを考えました。児童たちは、主人公へのいじめや差別について強い怒りの気持
ちを持ち、自分の経験と話の内容を重ねながら、差別をなくすために一人一人ができることを考えまし
た。

○６年「ウイルスよりもこわいもの」　６年の社会科で歴史学習を行います。米作りから始まった
と言われる身分制度を皮切りに、さまざまな差別のおかしさについて学習。２学期には部落問題を学ん
でいきます。１学期の人権学習は、今の差別問題「新型コロナウイルス感染症の患者などへの差別のお
かしさ」について考えました。その後、部落問題の導入として ｢招かれなかったお誕生会｣ という詩の
悲しさやおかしさを考え合いました。

　新型コロナの影響で休校が続き、新しい学年、学級をスタートした６月、「自分の考えを持ち伝えること」や
「友達を知ること・つながること」などの人権学習を進めていきました。新型コロナによる差別を考える日赤の
動画を基にした学習も。校内研究会を行ったり、町内の保育園や小中学校と実践交流したり、これからも人権教
育の推進に取り組んでいきたいと考えています。

人権問題の正しい理解のために 〔その338〕
嘉島東小の取り組み

６月の人権学習から

（１）　部落差別をはじめとするさまざまな人権問題に
ついて、正しく理解させる。（知識的側面）

（２）　自分を大切にするとともに、他者を受け入れ大
切にしようとする態度を育てる。（価値的・態
度的側面）

（３）　自分自身や身の回りにある差別を見抜いたり、
相手の思いを受け止め自分の思いを適切に表現
したりする力を身に付けさせる。（技能的側面）

　これらを重点目標として、６月に１学期の人権学習
を行いました。各学年の取り組みは次の通りです。

重 点 目 標
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愛
蔵
本
の
中
で
「
思
い
出
深
い
１
冊
。

こ
の
本
の
発
行
年
ま
で
覚
え
て
い
る
ん

で
す
」
と
、
嘉
島
町
教
育
長
の
髙
野
隆

さ
ん
（
65
）
が
手
に
す
る
の
は
セ
ピ
ア

が
か
っ
た
ハ
ー
ド
カ
バ
ー
の
「
熊
本
の

伝
説
」（
県
小
学
校
教
育
研
究
会
国
語

部
会
・
編
）。
発
行
は
１
９
７
８
年
で

「
私
が
教
職
に
就
い
た
翌
年
で
し
た
」。

　

足
手
荒
神
さ
ん
の
縁
起
や
頓
知
が
利

い
た
「
飯
田
山
と
金
峰
山
の
背
比
べ
」

と
い
っ
た
口
伝
え
で
語
り
継
が
れ
る
嘉

島
は
じ
め
県
内
各
地
に
残
る
お
話
が
て

ん
こ
盛
り
。「
か
つ
て
は
各
家
庭
で
お

じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
が
物
語
っ
て

く
れ
た
も
の
。
夏
場
に
最
適
（
？
）
な

怖
い
話
も
」
と
ほ
ほ
笑
む
。

　

町
は
目
下
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
策
の
一
環
で
小
中
学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化

を
推
進
。
全
児
童
・
生
徒
に
１
人
１

台
ず
つ
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
配
備
す

る
。「
子
ど
も
た
ち
は
人
工
知
能
（
Ａ

Ｉ
）
が
浸
透
す
る
情
報
化
社
会
を
生
き

て
い
く
。
だ
か
ら
こ
そ
〝
コ
ロ
ナ
後
〟

を
見
据
え
て
本
に
親
し
ん
で
ほ
し
い
の

で
す
」
と
き
っ
ぱ
り
。

　

と
い
う
の
も
、
自
身
の
専
門
教
科
の

英
語
。「
国
際
理
解
の
た
め
に
は
欠
か

せ
な
い
で
し
ょ
う
。
か
て
て
加
え
て
、

自
国
文
化
に
つ
い
て
学
ん
だ
上
で
の
国

際
交
流
な
ら
、
よ
り
実
り
豊
か
な
も
の

に
な
る
は
ず
」。
さ
ら
に
不
易
流
行
で

「
学
び
方
は
そ
の
時
々
で
変
わ
っ
て
も
、

学
ぶ
こ
と
の
根
本
は
変
わ
ら
な
い
」
と

活
字
離
れ
が
懸
念
さ
れ
る
中
、
読
ん
で

学
べ
る
読
書
の
素
晴
ら
し
さ
を
重
ね
て

説
く
。

　

夏
休
み
は
本
に
触
れ
る
絶
好
の
機
会
。

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
今
夏
は
大
幅
に
短
縮

さ
れ
た
が
、「
子
ど
も
た
ち
が
そ
れ
ぞ

れ
生
涯
に
わ
た
っ
て
手
放
せ
な
く
な
る

よ
う
な
本
に
出
合
い
、
読
書
の
習
慣
を

身
に
付
け
て
く
れ
た
ら
い
い
で
す
ね
」。

嘉島町教育長

髙野　隆さん

　原則、開館は火曜～日曜（９～
17 時）で月曜休館。ブックポスト
は休館でも利用できます。

《８～９月の休館日》
８月 17、24、31 日
９月７、14、23（水）、28 日☎ 237-0058

熊
本
の
伝
説

県
小
学
校
教
育
研
究
会
国
語
部
会
・
編

おすすめ本

ヒマワリ �  構成・文＝小田英智　写真＝松山史郎

なつやすみ虫ずかん �  稲
いな

田
だ

努
つとむ

　え　宮
みや

武
たけ

頼
より

夫
お

　ぶん

ルルとララの手作りスイーツ　夏のお菓子
�  あんびるやすこ　監修

あつい !! �  作・絵／木曽秀夫

くもんのはじめてのえいごうたえほん
� ＫＵＭＯＮ

小学生のためのスケートボード
�  ベースボール・マガジン社　編集

西川隆　監修

アイスクリーム、作ります！
�  ごとうりょうじ／さく　さとうまきこ／え

れいぞうこのなつやすみ
�  村上しいこ　さく　長谷川義史　え

ゆうれい電車 �  水木しげる

10 歳までに読みたい日本の名作　銀河鉄道の夜
�  原作／宮沢賢治　文／芝田勝茂

究極の思考実験 �  北村良子

ペリリュー玉砕　南洋のサムライ・中川州男の戦い
�  早坂隆

９月１日　母からのバトン�  樹木希林　内田也哉子

母と暮らせば �  文　山田洋次　絵　森本千絵

54 字の物語　怪 �  氏
うじ

田
た

雄
ゆう

介
すけ

夏の庭 �  湯本香樹実

medium �  相沢沙呼

ナニワ・モンスター �  海堂尊

大人になれない �  まさきとしか

トリガー　上・下 �  真山仁
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縁
側
で
夕
す
ず
み
す
る
我
の
背
を
さ
す
り
て
く
れ
し
父
の
厚
き
手	

大
塚
シ
ズ
子

楽
し
げ
に
踊
っ
て
い
る
の
か
紋
白
蝶
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
葉
日
々
穴
だ
ら
け	

川
原
　
涼
子

「
動
く
か
ね
ェ
」
声
か
け
な
が
ら
出
し
来
た
る
昭
和
時
代
の
電
動
ミ
シ
ン	

北
澤
喜
美
子 

手
に
と
っ
た
ス
マ
ホ
の
カ
バ
ー
は
め
だ
つ
赤
十
年
前
は
選
ば
な
い
色	

工
藤
　
明
子

う
ぐ
い
す
も
自
粛
だ
っ
た
か
今
日
の
夏
至
鎌
を
お
ろ
し
て
初
音
聞
き
お
り	

栗
﨑
　
廉
子

幾
筋
も
炎
は
揺
れ
て
刈
り
後
の
麦
わ
ら
の
上
を
風
と
進
め
り	

境
　
　
益
代

「
三
密
」
に
関
わ
り
の
な
い
老
わ
れ
の
変
は
ら
ぬ
日
々
の
草
取
り
楽
し	

津
出
ト
ヨ
子

ゆ
ら
ゆ
ら
と
歩
く
小
さ
き
カ
マ
キ
リ
を
鎌
に
仕
留
め
た
カ
マ
キ
リ
の
お
り	

冨
永
　
照
代

色
も
の
も
柄
も
の
も
あ
り
手
作
り
の
マ
ス
ク
を
つ
け
て
買
物
の
客	

橋
本
ユ
キ
子

町
な
か
に
若
草
色
の
草
茂
る
畠
に
よ
く
見
る
草
が
こ
こ
に
も	

林
　
ひ
ろ
み

青
き
花
ひ
と
つ
マ
ス
ク
の
型
紙
の
隅
に
配
し
て
ハ
ン
カ
チ
を
裁
つ	

本
住
　
晴
美

輝
き
て
た
わ
わ
に
実
る
ぐ
み
の
木
は
胸
病
む
お
じ
の
屋
敷
の
内
に	

山
下
せ
い
子

かしまの文化

日本画 絵手紙

宮
地
　
環
さ
ん
（
嘉
島
東
小
４
年
）

「
ア
ジ
サ
イ
」

福
島
　
美
恵

（
鯰
）

「
作
品
紹
介
」 ※

作
品
の
掲
載
は
五
十
音
順
で
す
。

米満　やよいさん　（鯰）
「残暑おみまい」

◦
読
み
下
し

　

陰
徳　

自
然　

宜
（
よ
ろ
）
し
く　

慶
あ
る
べ
し

◦
訳

　

人
知
れ
ず
徳
を
施
せ
ば
自
然
に
く
る
幸
福
が
あ
る
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１日	 ・庁内常会　・老人クラブ連合会定例会
　　	 ・ＪＡかみましき来庁応対
２日	 ・全国町村会正副会長会　・全国町村会理事会　
	 ・国への要請活動　・岸田政調会長面会
４日	 ・藤木しんや後援会上益城郡支部総会
６日	 ・課長会議　・津奈木町、芦北町災害視察
７日	 ・熊本県共同募金会訪問
８日	 ・球磨郡全町村災害視察
９日	 ・かしま広域農場農業生産資材庫完成内覧会
　　	 ・区長会議
1０日	 ・社会を明るくする運動メッセージ伝達
	 ・地方創生大臣との意見交換会
　　	 ・上益城郡町村会会議
1３日	 ・課長会議
14日	 ・令和２年７月豪雨災害に関する緊急要望活動

1５日	 ・小国町、南小国町、南関町、和水町災害視察
　　	 ・国土交通省来庁応対
１６日	 ・熊本県農業信用基金協会来庁応対　
　　	 ・緑川改修期成会要望活動
２０日	 ・課長会議　・年金者連盟嘉島町分会総会　
２１日	 ・土地改良事業連合会九州協議会提案活動　
２２日	 ・九州財務局長来庁応対
2７日	 ・課長会議　・ハタノ印刷来庁応対
2８日	 ・熊本県土地改良事業団体連合会理事会
２９日	 ・福岡県町村会長面会
３０日	 ・サントリー支援品贈呈式
	 ・小型動力ポンプ交付式
３1日	 ・熊本岸田会発足式

７月の
　　 町長の動き

国に豪雨災害で緊急要望を行った

荒木町長談

　

こ
の
た
び
、
次
の
方
々
よ
り
嘉
島
町

社
会
福
祉
協
議
会
に
「
地
域
福
祉
の
た

め
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
」
と
香
典
返

し
に
代
え
て
、
多
額
の
ご
寄
付
を
頂
き

ま
し
た
。

　

ご
芳
志
に
沿
っ
て
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

髙
松　

絹
子　

様
（
井
寺
）

　
　

亡
幸
男　

様

牛
島　

安
一　

様
（
熊
本
市
）

　
　

亡
安
子　

様

吉
村　

繋
子　

様
（
西
村
）

　
　

亡
輝
男　

様

川
越　

繁
子　

様
（
下
六
嘉
）

　
　

亡
士
義
人　

様

　
　

　
　
　
　
　
　
　

７
月
17
日
現
在

「
水
の
郷
（
さ
と
）
ま
つ
り
」
の
開
催
見

合
わ
せ
で
嘉
島
の
今
年
の
夏
は
少
し
ば
か
り

寂
し
く
な
り
ま
し
た
。
町
の
恒
例
行
事
で
あ

る
敬
老
会
も
例
年
通
り
の
開
催
は
難
し
く
、

米
寿
祝
い
に
限
定
し
た
集
い
に
。
心
苦
し
い

秋
に
な
っ
て
し
ま
い
そ
う
で
す
。

全
て
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
始
ま
り
、

今
な
お
感
染
の
第
２
波
へ
の
対
応
が
求
め
ら

れ
て
い
る
た
め
。
町
と
し
て
も
国
や
県
と
連

携
し
て
「
町
か
ら
感
染
者
を
出
さ
な
い
」
よ

う
徹
底
し
て
い
く
一
方
、
再
開
さ
れ
た
社
会
、

経
済
活
動
の
支
援
に
躊
躇
（
ち
ゅ
う
ち
ょ
）

な
く
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

た
だ
、
次
代
を
見
据
え
た
「
ネ
ク
ス
ト　

ス
テ
ー
ジ
」
の
新
た
な
局
面
で
は
、
町
の
健

全
財
政
維
持
も
優
先
す
べ
き
重
要
課
題
。
い

く
ら
人
口
が
増
加
し
、
企
業
誘
致
に
成
功
し

て
も
、
町
の
貯
金
で
あ
る
基
金
を
取
り
崩
し

て
帳
尻
合
わ
せ
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
決
算
状

況
に
な
っ
た
ら
、
心
も
と
な
い
限
り
。
財
政

規
律
厳
守
を
徹
底
し
ま
す
。　
（
８
月
３
日
）

町老人クラブ連合会定例会で
あいさつする荒木町長

意

輪

町
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
第
２
次

販
売
に
は
買
い
求
め
る
方
々
の
長
い

列
が
で
き
た

ワ
ン
シ
ョ
ッ
ト
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夏
。
い
よ
い
よ
や
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
今
年
は
水
の
郷
（
さ
と
）

ま
つ
り
が
中
止
と
な
り
、
き
れ
い
な

花
火
を
「
見
た
か
っ
た
な
」
と
残
念

な
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　
そ
れ
で
も
夏
本
番
。
暑
さ
に
負
け

ず
、
体
調
管
理
を
し
っ
か
り
し
て
楽

し
い
夏
の
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
た
い

も
の
で
す
ね
。
　
　
　
　
　
　（
桃
）

☎

　
夏
越
（
な
ご
）
し
の
祓
（
は
ら
）
え

の
茅
（
ち
）
の
輪
く
ぐ
り
が
今
夏
も
嘉

島
町
内
の
神
社
各
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

邪
神
を
和
ま
す
神
事
と
い
わ
れ
、
１
年

の
折
り
返
し
と
な
る
こ
ろ
心
身
に
た

ま
っ
た
不
安
の
一
掃
な
ど
願
っ
て
参
拝
。

　
上
島
の
四
所
神
社
で
も
７
月
18
、
19

の
両
日
、
カ
ヤ
グ
サ
を
束
ね
た
直
径
約

２
㍍
の
茅
の
輪
を
立
て
た
サ
サ
に
し
つ

ら
え
。
酷
暑
の
夏
本
番
を
乗
り
切
る
こ

と
を
願
う
方
々
が
相
次
ぎ
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
た
め
か
「
例
年
に
比
べ

今
年
は
参
拝
者
が
多
い
よ
う
だ
」
と
い

う
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
現
象
こ
こ
に
も
？

嘉島町の人口動態
令和２年７月31日現在

（前月比）

人   口 9,753 人　

　男　　 4,751 人　

　女　　 5,002 人

世帯数　 3,782 世帯　（＋15）

　（＋13）

　（＋15）

　（＋28）

 

「すくすく笑顔」掲載希望者を募集しています。総務課人事広報係に写真を持参いただくか、メールでご応募ください。メー
ルの場合は、写真を添付し、氏名、生年月日、コメントを入力のうえsoumu@town.kashima.kumamoto.jpに送信してください。

上田　幸太郎（こうたろう）くん
　　　　　　 2019年12月10日生

♪じーじ、ばーば大好き。
ご両親：上田　雅也さん、優子さん（上島）

「薔薇（ばら）」
河原　君代さん（井寺）

今
月
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ンち

ぎ
り
絵

栗原　捺綺（なつき）ちゃん
　　　　　　 2019年11月27日生

♡いつもニコニコ、毎日、笑顔をありがとう！
ご両親：栗原　弘明さん、理沙さん（高田）


